
日
蓮
聖
人

に
お
け

る

「即
身
成
仏
」
の

三
考
察西

片

元

証

即
身
成

仏
と
は
父
母
所
生
身
の
ま
ま
に
成
仏
す
る
こ
と
で
あ
り
、
日

蓮
教
学

の
母
胎
と
も
言
え
る
天
台
法
華
教
学

で
は
、
円
教
初
住
以
上
の

証
道
を
仏

と
し
て
認
め
て
い
た
。
そ
れ
が
時
代
と
共
に
、
仏
と
認
め
ら

れ
る
階

位
の
下
限
が
下
り
、
日
蓮
以
前
、
既
に
五
大
院
安
然
は

『
即
身

成
仏
義
私

記
』
の
中
で
理
即
成
仏
を
主
張
し
て
い
る
。
日
蓮
は
未
代
凡

夫
の
階

位
を
名
字
即
、
滅
後
の
五
晶
の
初
品
と
規
定
し
て
い
る
。
安
然

の

『
即
身
成
仏
義
私
記
』
は
、
法
華
教
学
に
則

つ
た
も

の
で
あ
る
か

ら
、
日
蓮

の
教
学
に
お
い
て
理
論
上
、
末
代
凡
夫
を
仏
と
考
え
る
こ
と

に
問
題

は
な
い
。
し
か
し
、
同
じ
法
華
教
学
と
は
言
え
、
安
然
と
日
蓮

の
教
学

に
は
当
然
相
違
が
あ
る
。
た
だ
、
天
台
教
学
の
ル
ー
ル
を
逸
脱

す
る
名
字
即
成
仏
を
日
蓮
の
思
想
の
中
で
論
ず
る
こ
と
に
無
理
の
無
い

こ
と
は
理
解
で
き
よ
う
。

さ
て
、

こ
こ
で
は
日
蓮
の
即
身
成
仏
義
を
論
ず
る
に
あ
た
り
、
三
国

四
師
の

一
人
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
最
澄
の
即
身
成
仏
思
想
を
参
照

し
つ
つ
考
察
し
て
み
た
い
。
最
澄
の
即
身
成
仏
思
想
は
主

に
、
『法
華

秀
句
』
中

の

「
即
身
成
仏
化
導
勝
」
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て

い
る
。
浅
井
教
授
は

『
上
古
日
本
天
台
本
門
思

想
史
』
の
中

で
、
「
即

身
成
仏
化
導
勝
」
の
内
容
を
次
の
六
ケ
条
に
要
約
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
「
文
証
」
「凡
位
の
尊
重
」
「
即
身
成
仏
位
」
「
三
生
成

仏
」
「
三
密

成
仏
」
「
内
証
道
」
で
あ
る

(同
書
一
八
四
-
二
〇

一
頁
)
。
こ
の
六

ケ
条

は
、
最
澄
の
即
身
成
仏
思
想
を
構
成
す
る
要
素

で
あ
る
。
日
蓮
の
遺
文

を
こ
の
六
ケ
条
に
対
応
さ
せ
る
こ
と
は
、
日
蓮
の
即
身
成
仏
思
想
を
浮

彫
り
に
す
る
と
思
わ
れ
る
。
か
か
る
意
図
の
下
に
日
蓮
の
遺
文
に
つ
い

て
考
察
を
試
み
た
い
。

ま
ず
、
文
証
に
つ
い
て
は
、
日
蓮
の
経
典
引
用
は

『法
華
経
』
に
限

り
、
爾
前
経
に
説
か
れ
る
即
身
成
仏
は
、
全
て
生
身
得
忍
と
し
て
退
け

て
い
る
。
『法
華
秀
句
』
に
引
用
さ
れ
た

『
観
普
賢
菩
薩
行
法

経
』
す

ら
依
用
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
は

『
法
華
経
』
の
み
が
純
円
の
経
で
あ

り
、
更
に
日
蓮
が
今
円
昔
円
に
勝
劣
を

つ
け
て
い
る
こ
と
に
依
る
の
で

あ
ろ
う
。
猶
、
生
身
得
忍
に
つ
い
て
は

「
内
証
道
」
に
て
触
れ
る
こ
と

と
す
る
。
又
、
注
目
す
べ
き
は

『
大
智
度
論
』
の

「響
如
大
薬
師
能
以

毒
為
薬
等
云
云
」
(
定
遺
一
七
五
五
頁
等
)
と
、
『法
華
文
句
』
の

「薬
草

日
蓮
聖
人

に
お
け

る

「
即
身
成
仏
」

の

一
考
察
 
(
西

片
)
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日
蓮
聖
人
に
お
け
る

「
即
身
成
仏
」

の

一
考
察
 
(
西

片
)

喩
品
」
釈

に
説
か
れ
る
就
類
種

・
相
対
種
の
概
念

で
あ

る
。

(定
遺

一

四
五
二
頁
)
す
な
わ
ち
、
前
者
は
妙

の
字
の
功
徳
の

一
と
し
て
即
身
成

仏
を
立
て
、
後
者
は
即
身
成
仏
の
理
論
的
根
拠
に
相
対
種
を
当
て
て
い

る
。次

に
、

凡
位
の
尊
重
で
あ
る
が
、
日
蓮
に
お
い
て
、
浅
井
教
授
の
指

摘
さ
れ
た
仏
使
の
他
に
、
仏
子
と
い
う
点
も
見
逃
せ
な
い
と
こ
ろ
で
あ

ノ

ハ

ノ

ハ

ス
ヤ

ニ

ろ
う
。
例

え
ば

「妙
覚
釈
尊
我
等
血
肉
也
。
因
果
功
徳
非
二骨
髄
一乎
」

(定
遺
七

一
一
頁
)
又
、
「今
此
三
界
皆
是
我
有
其
中
衆
生
悉
是

吾
子

こ

な
り
。
我
等
具
縛
の
凡
夫
忽
に
教
主
釈
尊
と
功
徳

ひ
と
し
」

(定
遺
六

四
五
頁
)
と
妙
法
五
字
を
受
持
し
た
者
は
釈
尊
に
等
し
い
こ
と
を
述

べ

て
い
る
。

こ
の
中

「我
等
具
縛
の
凡
夫
」
は
名
字
即
の
法
華
経
受
持
者

に
外
な
ら
な
い
か
ら
、
日
蓮
の
思
想
に

一
生
入
妙
覚
の
可
能
性
を
認
め

ら
れ
よ
う
。
但
し
、
周
知
の
よ
う
に
、
妙
法
五
字
に
具
足
す
る
因
行
果

シ
テ

ノ

ヲ

ス

徳
を
受
得
す
る
の
が
日
蓮
の
宗
教

で
あ

る
。
「
継
二紹

其
跡
一受
二得
其

ヲ

功
徳
二

(定
遺
七
一
二
頁
)
と
あ
る
と
う
り
、
久
遠
釈
尊
は
因

行
果
徳

を
与
え
る
側
で
あ
り
、
末
代
凡
夫
は
受
得
す
る
側
で
あ
る
と
云
う
関
係

は
、
仮
に
日
蓮
の
思
想
に

一
生
入
妙
覚
を
認
め
て
も
超
越
で
き
な
い
処

で
あ
る
。
信
心
為
本
の
宗
教
に
お
い
て
、
本
仏
と
自
己
の
等
同
を
肯
首

し
得
な
い
の
は
自
然
の
理
で
あ
ろ
う
。

三
の
即
身
成
仏
位
に
つ
い
て
日
蓮
に
は
明
確
な

る
意
志
表

示
は
無

い
。
冒
頭

で
概
述
し
た
が
、
安
然
が
理
即
成
仏
の
理
論
を
立
て
た
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
特
に
成
仏
位
を
明
示
す
る
必
要

は
無

い
と
も
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
遺
文
の
各
所
に
散
見
す
る
、
法
華
経
を
持

つ
者
が
仏
使

・
仏
子
で
あ
る
と
い
う
言
葉
は
、
成
仏
位

の
設
定
よ
り
も
、
法
華
経
の

受
持

・
不
受
持
を
問
題
と
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
最
澄
の
示
す
初
住

位
は
、
不
退
転
の
意
味
を
も
有
す
る
が
、
日
蓮
の
場
合
法
華
経
受
持
者

が
不
退
転
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
点
に
成
仏
位
を
設
定
す
る
こ

と
の
無
意
味
な
理
由
が
存
す
る
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。

四
の
三
生
成
仏
に
つ
い
て
、
日
蓮
は
隔
生

・
現
生
に
関
し
、
何
等
言

及
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
先
の
即
身
成
仏
位
と
同
様
に
、
妙
法
五
字
を

持

つ
当
処
を
仏
と
認
め
る
為
、
変
成
男
子

・
分
段
身
の
捨

・
不
捨
は
問

題
と
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
最
澄
が
事
相
の
差
別
を
真
如
随
縁
論
で

シ
ト

ノ

ク

テ

以
て
、
会
通
し
て
い
た
の
に
対
し
、
日
蓮
は

「響
如
二大
薬
師
能
以
レ毒

ス
カ

ト

ス

ヒ

為
ワ薬
中
釈
こ
そ
、
此
の

一
字
を
心

へ
さ
せ
給
た
り
け
る
歎

と
見

へ
て

ス

ノ

ハ

候

へ
。
毒
と
申
は
苦
集
二
諦
生
死
の
因
果
毒

の
中

の
毒

に
て
候
ぞ
か

シ

し
此
毒
を
生
死
即
浬
架
、
煩
悩
即
菩
提
と
な
し
候
を
妙
の
極
と
は
申
け

ス

シ

る
な
り
。
良
薬
と
中
は
毒
の
変
じ
て
薬
と
な
り
け
る
を
良
薬
と
は
中
候

け
り
」
(定
遺

一
七
五
五
頁
)
と
差
別
を
超
越
し
て
い
る
。
こ
の
日
蓮
が

事
相
の
差
別
を
超
越
し
て
い
た
点
に
、
最
澄
と
異
な
り
三
生
成
仏
を
主

張
し
、
変
成
男
子

・
分
段
身
の
捨

・
不
捨
を
論

ず
る
必
要
性
の
無
い
理

由
を
見
い
出
せ
る
。

三
密
即
身
成
仏
に
つ
い
て
は
、
日
蓮
は
密
教
即
身
成
仏
義
を
批
判
し

て
い
る
か
ら
、
そ
の
実
践
論
た
る
三
密
も
認
め
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
。

し
か
し
、
必
ず
し
も
日
蓮
に
三
密
的
要
素
が
無
い
と
は
言
い
き
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れ
な
い
。

こ
こ
で
言
う
三
密
的
と
は
、
身
口
意
の
三
業
に
亘
る
法
華
経

ヲ

シ

受
持
の

こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば

「
此
の
三
の
大
事
は
日
蓮
が
申
た
る
に

リ

ヒ

は
あ
ら
ず
。
只
偏
に
釈
迦

如
来

の
御
神
我
身

に
入
か
わ
せ
給
け
る
にス

や
」
(定
遺
一
〇
五
四
頁
)
と
意
業
の
面
が
あ
り
、
又
、
「
法
華
経
と
中

レ

リ

は
手
に
取
ば
其
手
や
が
て
仏
に
成
、

口
に
唱

ふ
れ
ば
其

口
即
仏
他
」

(定
遺
一
八
九
〇
頁
)
と
、

口
業

・
身
業
の
面
が
見
ら
れ
る
。

最
後
に
内
証
道

に
つ
い
て
は
、
日
蓮
も
最
澄
と
同
様
、
唯
仏
与
仏
の

ハ

シ
テ

ト
モ

レ

ニ

ネ

ハ

ヲ

内
証

の
成
仏
相

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
四
聖
冥
伏

不
レ現
委
細
尋
レ
之

ヲ

ノ

ノ

テ

ニ

可

レ
見

レ
之

」

(
定
遺
七
〇
五
頁
)
又
、

「
如

二
尭

舜

等

聖

人

一
者

於

二
万

民

一

シ

ノ

ノ

ハ

テ

ノ

ニ

ル

ヲ

無
二偏
頗

殉
人
界
仏
界

一
分
也
。
不
軽
菩
薩
於
二所
見
人
一見
二仏
身
殉
悉

ハ

リ

ス

ヲ

テ

ノ

ヲ

キ

ス

ヲ

達
太
子
自
二人
界
一成
二仏
身
、

以
二
此
等
現
証
一可
レ
信
レ
之
也
」
(定
遺
七

〇
六
-
七
頁
)
と
示
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。
但
し
、
日
蓮

の
即
身
成
仏

義
が
心
作
仏
で
あ

つ
て
、
身
作
仏
で
な
い
と
言
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ

れ
は
日
蓮
が
生
身
得
忍
と
即
身
成
仏
を
厳
密
に
区
別
し
て
い
る
こ
と
よ

り
窺
わ

れ
よ
う
。
生
身
得
忍
と
は
生
身
に
て
無
生
法
忍
を
得
る
こ
と
で

あ
り
、
『
法
華
玄
義
』
位
妙
の
段
に
依
れ
ば
、
円
教
初
住
に
相
当

し
、

妙
覚
に
ま

で
通
ず
る
位
で
あ
る
か
ら
、
最
澄
の
主
張
す
る
即
身
成
仏
位

と
同
意

で
あ
る
。
故
に
、
即
身
成
仏
と
生
身
得
忍
は
あ
る
意
味
に
お
い

て
同
義
語
と
言
え
る
。
し
か
し
、
日
蓮
は

「
知
者
あ
つ
て
法
華
経
を
讃

歎
し
て
骨
の
魂
と
な
せ
ば
死
人
は
人
身
、
心
は
法
身
。
生
身
得
忍
と
い

へ
る
法
門
是
也

(中
略
)
即
身

の
二
字
は
色

法
。
成

仏
の

二
字
は
心

シ

法
。
死
人
の
心
色
を
変
て
無
始
の
妙
覚
妙
智
と
成
す
。
是
則
即
身
成
仏

也
」
(定
遺
七
九
四
頁
)
と
述
べ
て
い
る
。
生
身
得
忍
は
心
法
の
成
仏
で

あ
る
か
ら
心
作
仏
と
言
え
る
。
即
身
成
仏
は
色
心
に
亘
る
故
、
身
作
仏

と
言
え
よ
う
。
日
蓮
は
法
華
経
の
成
仏
を
生
身
得
忍
で
は
な
く
即
身
成

仏
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
最
澄
の
即
身
成
仏
思
想
を
参
照
し
つ
つ
、
日
蓮
の
そ
れ
に
つ

い
て
考
察
を
試
み
た
。

そ
の
結
果
、

日
蓮
の
即
身
成
仏
義
は
能
開
た
る

今
円
を
説
く
法
華
経
を
依
拠
と
し
、
そ
の
法
華
経
を
持

つ
当
処
を
仏
と

し
て
認
め
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
法
華
経
受

持
に
即
身
成
仏
と
い
う
意
義
を
付
与
し
た
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

猶
、

こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
他
に
当
然
論
ず

べ
き
問
題
も
多

々
あ
る

が
、
そ
れ
等
・は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

※
引
用
の
定
遺
は

『昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
で
あ
り
、
カ
ッ
コ
内
の
数

字
は
そ
の
頁
数
を
示
す
又
、
註
は
略
さ
せ
て
頂
い
た
。(立

正
大
学
大
学
院
)

日
蓮
聖
人

に
お
け

る

「
即
身
成
仏
」

の

一
考
察
 
(
西

片
)
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